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SAP HANA データベースのバックアップ戦略

SAP HANA データベースのバックアップ戦略を定義する

バックアップジョブを作成する前にバックアップ戦略を定義しておくと、リソースの正
常なリストアやクローニングに必要なバックアップを作成するのに役立ちます。バック
アップ戦略の大部分は、サービスレベルアグリーメント（ SLA ）、目標復旧時間（
RTO ）、および目標復旧時点（ RPO ）によって決まります。

このタスクについて

SLA では、サービスの可用性やパフォーマンスなど、サービス関連の多くの問題に対処するために必要なサ
ービスレベルを定義します。RTO は、サービスの停止からビジネスプロセスの復旧までに必要となる時間で
す。RPO は、障害発生後に通常処理を再開するためにバックアップストレージからリカバリする必要がある
ファイルの経過時間に関する戦略を定義したものです。SLA 、 RTO 、および RPO は、データ保護戦略に関
与します。

手順

1. リソースをバックアップするタイミングを決定します。

2. 必要なバックアップジョブの数を決定します。

3. バックアップの命名方法を決定します。

4. Snapshot コピーベースのポリシーを作成してアプリケーションと整合性のあるデータベースの Snapshot

コピーをバックアップするかどうかを決定します。

5. データベースの整合性を検証するかどうかを決定します。

6. レプリケーションのために NetApp SnapMirror テクノロジを使用するか、または長期保持のために
NetApp SnapVault テクノロジを使用するかを決定します。

7. ソースストレージシステムおよび SnapMirror デスティネーションでの Snapshot コピーの保持期間を確認
します。

8. バックアップ処理の前後にコマンドを実行するかどうかを決定し、実行する場合はプリスクリプトまたは
ポストスクリプトを用意します。

Linux ホスト上のリソースの自動検出

リソースとは、 SnapCenter で管理されている Linux ホスト上の SAP HANA データベー
スと非データボリュームです。SnapCenter Plug-in for SAP HANA Database プラグイン
をインストールすると、その Linux ホスト上の SAP HANA データベースが自動的に検出
されてリソースページに表示されます。

自動検出は、次の SAP HANA リソースでサポートされています。

• 単一のコンテナ

プラグインをインストールまたはアップグレードしたあと、中央ホストプラグインにある単一コンテナリ
ソースは、手動で追加したリソースとして引き続き使用されます。
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プラグインをインストールまたはアップグレードすると、 SnapCenter に直接登録されている SAP HANA

Linux ホストでのみ、 SAP HANA データベースが自動的に検出されます。

• マルチテナントデータベースコンテナ（ MDC ）

プラグインをインストールまたはアップグレードした後、中央ホストプラグインにある MDC リソース
は、手動で追加したリソースとして続行されます。

SnapCenter 4.3 へのアップグレード後も、中央ホストプラグインに MDC リソースを手動で追加する必要
があります。

SnapCenter に直接登録された SAP HANA Linux ホストの場合、プラグインをインストールまたはアップ
グレードすると、ホスト上のリソースが自動で検出されます。プラグインをアップグレードした後、プラ
グインホスト上にあるすべての MDC リソースに対して、別の MDC リソースが自動的に別の GUID 形式
で検出され、 SnapCenter に登録されます。新しいリソースはロック状態になります。

たとえば、 SnapCenter 4.2 では、 E90 MDC リソースがプラグインホスト上にあり、手動で登録されて
いる場合、 SnapCenter 4.3 にアップグレードした後に、別の GUID を持つ別の E90 MDC リソースが検
出されて SnapCenter に登録されます。

自動検出は、次の構成ではサポートされません。

• RDM と VMDK のレイアウト

上記のリソースが検出された場合、これらのリソースではデータ保護処理はサポートされ
ていません。

• HANA マルチホスト構成

• 同じホスト上の複数のインスタンス

• マルチティアスケールアウト HANA システムレプリケーション

• システムレプリケーションモードでのカスケードレプリケーション環境

サポートされるバックアップのタイプ

バックアップタイプでは、作成するバックアップのタイプを指定します。SnapCenter で
は、 SAP HANA データベースについて、ファイルベースのバックアップと Snapshot コ
ピーベースのバックアップをサポートしています。

File-Based バックアップ

ファイルベースのバックアップでは、データベースの整合性が検証されます。ファイルベースのバックアップ
の処理は一定の間隔で実行するようにスケジュールを設定できます。アクティブなテナントのみがバックアッ
プされます。ファイルベースのバックアップは SnapCenter からリストアおよびクローニングできません。

Snapshot コピーベースのバックアップ

Snapshot コピーベースのバックアップでは、 NetApp Snapshot コピーテクノロジを利用して、 SAP HANA

データベースが格納されたボリュームのオンラインの読み取り専用コピーが作成されます。
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SnapCenter Plug-in for SAP HANA Database での整合グルー
プ Snapshot コピーの使用方法

プラグインを使用して、リソースグループの整合グループ Snapshot コピーを作成する
ことができます。整合グループとはボリュームのコンテナであり、複数のボリュームを
格納して 1 つのエンティティとして管理できます。整合グループには複数のボリューム
の Snapshot コピーが同時に格納されるため、一連のボリュームのコピーの整合性が確
保されます。

ストレージコントローラが整合性を確保しながら Snapshot コピーをグループ化するのを待機する時間も指定
できます。使用可能な待機時間のオプションは、 * Urgent * 、 * Medium * 、 * Relaxed * です。また、整合グ
ループ Snapshot コピーの処理で Write Anywhere File Layout （ WAFL ）の同期を有効または無効にすること
もできます。WAFL 同期を使用すると、整合グループの Snapshot コピーのパフォーマンスが向上します。

SnapCenter による不要なログおよびデータバックアップの削
除の管理

SnapCenter は、ストレージシステムレベルおよびファイルシステムレベルでの不要なロ
グおよびデータバックアップの削除を、 SAP HANA のバックアップカタログ内で管理し
ます。

保持設定に基づいて、プライマリストレージまたはセカンダリストレージの Snapshot コピーと SAP HANA

のカタログ内の対応するエントリが削除されます。SAP HANA のカタログのエントリは、バックアップやリ
ソースグループを削除したときにも削除されます。

SAP HANA データベースのバックアップスケジュールを決定す
る際の考慮事項

バックアップのスケジュールを決定する場合に最も重要な要因となるのは、リソースの
変更率です。使用頻度の高いリソースは 1 時間ごとにバックアップする必要があります
が、ほとんど使用されないリソースは 1 日に 1 回バックアップすれば十分です。その他
の要因としては、組織におけるリソースの重要性、サービスレベルアグリーメント（
SLA ）、目標復旧時点（ RPO ）などがあります。

バックアップスケジュールには、次の 2 つの要素があります。

• バックアップ頻度（バックアップを実行する間隔）

バックアップ頻度は、ポリシー設定の一部であり、一部のプラグインではスケジュールタイプとも呼ばれ
ます。たとえば、毎時、毎日、毎週、または毎月としてバックアップ頻度を設定できます。

• バックアップスケジュール（バックアップが実行される日時

バックアップスケジュールは、リソースまたはリソースグループの設定の一部です。たとえば、リソース
グループのポリシーで週に 1 回のバックアップが設定されている場合は、毎週木曜日の午後 10 時にバッ
クアップが実行されるようにスケジュールを設定できます
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SAP HANA データベースに必要なバックアップジョブの数

必要なバックアップジョブの数を左右する要因としては、リソースのサイズ、使用中の
ボリュームの数、リソースの変更率、サービスレベルアグリーメント（ SLA ）などがあ
ります。

Plug-in for SAP HANA Database のバックアップ命名規則

Snapshot コピーのデフォルトの命名規則を使用するか、カスタマイズした命名規則を使
用できます。デフォルトのバックアップ命名規則では Snapshot コピー名にタイムスタ
ンプが追加されるため、コピーが作成されたタイミングを特定できます。

Snapshot コピーでは、次のデフォルトの命名規則が使用されます。

resourcegroupname_hostname_timestamp

バックアップリソースグループには、次の例のように論理的な名前を付ける必要があります。

dts1_mach1x88_03-12-2015_23.17.26

この例では、各構文要素に次の意味があります。

• _dts1_は リソースグループ名です。

• mach1x88 はホスト名です。

• 03-12-2015_23.17.26 は日付とタイムスタンプです。

または、「 * Snapshot コピーにカスタム名形式を使用」を選択して、リソースまたはリソースグループを保
護しながら Snapshot コピー名の形式を指定することもできます。たとえば、
customtext_resourcegroup_policy_hostname や resourcegroup_hostname などの形式です。デフォルトで
は、 Snapshot コピー名にタイムスタンプのサフィックスが追加されます。
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